
今回，５人のメンバーで研究しまして，私はそ

の中の「格差社会における階層意識の内実」とい

う論題で論文を書きました．その内容について，

きょう，皆さまにご報告申し上げます．

近年，格差社会についてはいろいろなところで

取り沙汰されていますが，そのもとには貧困問題

があります．ところが，10 年ぐらい前，当時の総

務大臣だった竹中平蔵氏は「日本には社会的に解

決しなければならないような大問題としての貧困

はないんだ」と言っていました．「貧困率」という

定義はすでにありましたけれども，日本はそれす

ら公的には発表しなかった．

（資料１） OECDの統計をベースにした貧困率

を見ると，1985 年，日本は再配分前 12.5％で，確

かに貧困率はそう高くなかった．しかし，20 年後

の 2005 年には 12.5％だったものが 26.9％にまで

なって，やっと貧困率の問題を認め始めたわけで

す．

さらに問題なのは，再分配前では各国とも日本

とそれほど違わないし，ドイツやフランスは日本

より高いけれども，再分配後で見ると日本はアメ

リカに次ぐ高い貧困率を示している．このことは

まず重要な事実として押さえておかなければなら

ないと思います．

たとえば 2005 年を見ていただくと，再配分前

は日本 26.9，フランス 30.7，ドイツ 33.6です．

しかし，生活保護その他の政策的な取り組みに

よってならしていった後の再配分後を見ると，日

本 14.9に対して，ドイツ 11.0，フランス 7.1 と

非常に低くなっていて，政策の力が大きく働いて

いることが分かります．日本の場合は，貧困率だ

けでなく，再配分がうまくいっていないという，

より大きな問題があるわけです．

（資料２） 貧困についての研究はいろいろあり

ますが，一つの例として東大の大沢真理教授の研

究・分析を紹介すると，著書『生活保障のガバナ

ンス』の中で，日本の貧困の特徴は就労貧困層の

貧困率が高いことだという指摘をされています．

非正規雇用の拡大によるワーキングプアの増加は

日本特有の問題と言ってよいと思います．

もう一つの問題は政府の政策のまずさで，所得

再分配がかえって貧困を深めている．たとえば社

会保障の負担を見ても，小さい企業ほど社会保険

料負担が高くなっているという指摘をされていま

す．

（資料３，４） 最近はおとなの貧困だけでなく，

子どもの貧困も大きな問題になっていて，平成 24

年の国民生活基礎調査では，６人に１人，特にひ

とり親世帯では２人に１人の子どもが貧困だとい

うことです．６人に１人が貧困率が高いか低いか

という議論もあると思いますが，少なくとも世界

的に見ると非常に高い．

非正規雇用の拡大などで親の就業機会が減り，

子どもがちゃんと教育を受ける機会が減っていく

と，当然貧困の連鎖が起きることが考えられます．

事実そういう傾向が徐々に進行して，10 年前の竹

中大臣の発言とはかなり違ってきたこともあっ

て，政府も貧困問題を考えるようになり，大学教

育無償化などを言い始めています．

このような貧困化から格差社会が生まれている

ということで，格差社会についていろいろな研究

がなされています．その中で一つ取り上げたいの

が東大の橋本健二氏の『「格差」の戦後史』で，戦

後の日本の格差問題を歴史的に整理したよい本で

す．サーベイも兼ねて少しこの本の内容を紹介す

ると，まず階層や階級について，かつてのマルク

ス経済主義的な資本家と労働者という古典的な二

大階級論が長く続いてきたけれども，それではも
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う対応できない．資本家階級，新中間階級，旧中

間階級，労働者階級，この四つに分けて見ないと

いけないという新たな階級論を展開しておられま

す．

（資料５） 橋本先生による階級カテゴリーの構

成を示したものですが，この中で私が特に注目し

たいと思っているのは新中間階級です．これには

正規雇用者だけでなく非正規雇用者も含まれます

が，それなりの企業に勤めて，成功者として役職

にも就いている，俗にミドルクラスと呼ばれる人

たちです．それに対して，従業員５人以上の商店

や工場の経営者・役員は資本家階級，従業員５人

未満の自営業者・家族従業員は旧中間階級，非正

規雇用者とその他は労働者階級と，大まかに言え

ばこの四つです．面白いのは正規雇用者の事務

で，仕事の内容とか橋本さんの考えによって，男

性は新中間階級，女性は労働者階級と分けられて

います．

（資料６） 2005 年の SSM調査（社会階層と社

会移動全国調査）をもとに作成された世代間移動

表です．縦に父親の所属階級，横に本人の所属階

級を配置してクロス集計すると，親の世代から子

の世代への階級の移り変わり，すなわち世代間移

動がとらえられるわけです．特徴的なのは労働者

階級で，父親が労働者階級の子は 62.4％が労働者

階級にとどまっていることが分かります．

私がここで注目したいのは，「資本家階級と新

中間階級」が一つのかたまりとなって，「労働者階

級と旧中間階級」がもう一つのかたまりになって

いる．それを A階級，B階級とすると，その間に

は大きな壁があって，それぞれ格差の固定化があ

るのではないか．

（資料７） 世代間移動に関する指標と大学進学

率の推移です．オッズ比が高いほど，そこにとど

まる率が高いので，「資本家階級と新中間階級」の

ほうが「労働者階級と旧中間階級」よりとどまる

率が高い．資本家階級は資本家階級になっていく

という，あたりまえと言えばあたりまえの世代間

移動が行なわれている．

近年，労働者階級の大学進学率は減っていって

いるけれども，資本家階級や新中間階級はそれな

りの水準を維持している．大学に進学するという

ことは職業選択の幅が広がることになると考えれ

ば，それは格差の拡大，さらに階級の固定化につ

ながる一つの要因とも言えると思います．

ここで重要な論点は，先ほど言った A階級，B

階級に分けて言えば，A階層内では「結果の平等

と機会の平等」がうまく進行しているのに対して，

B階層内では「結果の不平等」が「機会の不平等」

へとつながる負の循環的なスパイラルが生じてい

るのではないか，それが格差の固定化につながっ

ているのではないか，というのが私の仮説です．

それでは格差が固定化していくとは何なのか．

所得とかいろいろな側面から考えられると思いま

すけれども，今回私は経済的な意識に焦点を当て

て考えてみました．特に労働者階級を中心とする

B層の意識の固定化については多くの研究があり

ますが，郵政民営化戦略のターゲットとしての「B

層」論もその一つです．

小泉政権がキャンペーンを張ったときの広告代

理店が取り組んだ資料があります．正式な資料と

しては出ていないけれども，野党議員が手に入れ

て，「IQが高い人，低い人で区分するのがいいこ

となのか」と国会で問題になったものですが，こ

の資料は今インターネットなどで見ることができ

ます．小泉首相や竹中大臣は郵政民営化戦略の

ターゲットとしてこの B 層を狙った．B 層とい

うのは「IQが低い人で郵政民営化に積極的な人」

ですが，「B層」という言葉はこのとき生まれて，

その後いろいろな本も出ていますけれども，確か

に B層の意識と格差の固定化がつながっている

ような気がします．

（資料８） その具体的な例として，徳野貞雄先

生が「福岡市民の食生活に関するアンケート」か

ら作成された階級意識の特徴を表す図がベストセ

ラーになった安部司氏の『食品の裏側』という本

があります．それは食品添加物について，「食の

安全への理解が深いか，浅いか」，「そのためにお

カネをかけるか，かけないか」で見たときに，一

番多いのが「分裂型」で，おカネはかけないが，

関心は高い．B層の人たちにはこの分裂型が多く

て，郵政民営化のときの小泉政権もマーケティン

グもそこを狙っていく．しかし，分裂したままで

は意識も変わらないだろうという私の問題意識が

あって，あえてこの図を持ってきたわけです．

以上のようなことを前提に，今回の研究メン

バーの中西先生と河田さんは B層の人たちの意

識を中心に書いています．中西先生は思想家の内
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田樹著『下流志向ーー学ばない子どもたち 働か

ない若者たち」を引用しながら，相対的に出身階

層の低い生徒たちの傾向として，将来のことを考

えるよりもいまの生活を楽しみたいという現在の

享楽志向が強い生徒ほど，自己能力感が強くなる．

また，あくせく勉強してよい学校や会社に入って

も将来の生活に大した変わりはないという学校を

通じた成功物語の否定意識が強い生徒ほど，自己

能力感が強くなる．そしてドロップアウトし，「オ

レ様化」していく．こうなると全体的な社会的な

意識は生まれにくいわけで，B層は B層なりに問

題がある．

最近は「下流化」という言葉がよく使われます

が，「下流」階層の一つの大きな問題は社会性の欠

如だろうと思います．教育を受けることはそれな

りに社会化されていくわけですけれども，ドロッ

プアウトしていくことで社会性が途切れ，「オレ

様化」していく．また河田さんが書いているよう

に，「個性」は大事なものだけれども，下流層にお

いてはそれは現状を肯定するための術となってい

る．あくまで内閉的な個性の追求になっていて，

社会性の欠如につながり，格差社会の中で自分で

自分を固定化していくことにつながっている．や

はり B層・下流層の意識，特に社会性が問題で，

社会性を持つことによっていろいろな問題が見え

てくるのではないか，というのが中西先生と河田

さんの指摘だと思います．

それに対して私は，A層・新中間階級層に問題

はないのかという，あえて中西先生と河田さんと

は違う視点で考えてみました．ミドルクラスは一

般的に肯定的にとらえられますけれども，渋谷望

さんという方がミドルクラスにはミドルクラスの

問題があると指摘しておられます．端的に言えば

ミドルクラスの分裂で，たとえば自立しようと

思って頑張って自分の家を建てる．それ自体は自

立的だが，そのためにローンに縛られ，会社べっ

たりにならざるを得なくなる．そういう自立と依

存のパラドックスに陥っているという，わが身を

省みてもつらい指摘です．

また，ネオリベラリズム（新自由主義）が浸透

して，企業でも能力主義から成果主義へのベクト

ルが強まり，能力を個人に帰属する閉ざされたも

のとして把握しようとしている．しかし，考えて

みると，仕事というのは共同体の中で人間関係に

よって進めていくもので，個人を切り取って個人

を評価していくことができるのだろうか．特に日

本は共同体的にやってきましたから，そういう中

でちゃんと評価していけるのだろうかということ

もミドルクラスの階級意識の問題としてあると思

います．

ロルドンというフランスの経済学者の新中間階

級論によると，現在の支配の状況は，かつての資

本家と労働者という二極対立関係から，隷属され

る者と隷属する者とがずーっと鎖状につながった

複雑な職場環境になっているために，階級関係が

見えにくくなっている．少数の支配者と被支配者

大衆が対立するという従来の関係では「昼飯，ニ

コ，ポン」が有効でした．つまり，管理職が職場

の部下に対して，「今度，昼飯を食べよう」と言っ

て，肩を叩き，にっこり笑うという古典的な日本

的労務管理手法が重要視されたけれども，いまは

それでは済まない．そういうことも含めて，新中

間階層である管理職は個人個人の能力を把握し，

ちゃんと根拠のある評価をしなければいけないと

いうことになってきたわけです．

（資料９） では能力とは何か．熊沢誠氏は『能

力主義と企業社会』の中で，「絶え間ない新技術の

導入，職務割当の転換，ノルマの増大，頻繁な配

転，単身赴任，そして出向」，それらに適応してい

くことを「能力」ととらえているではないかと指

摘しておられます．それを「能力」とすると，な

かなか測るのが難しい．特に人間関係が複雑で共

同体的にやっている日本企業では能力の計測が難

しく，そこにミドルクラスはミドルクラスなりに

悩みを持っているだろうということです．

さらにロルドンは突っ込んで，「抽象的労働」に

は「空虚さ」があると指摘しています．「抽象的労

働」というのは難しい言葉ですが，どんな労働で

も抽象的にとらえることができます．インテリ的

な仕事でも，頭を使うだけでなく，手を動かした

りする．そのように労働を抽象的に見ていくと，

空虚さがある．しかし，それをあまりわれわれは

見つめていないのではないか．最近，東大を出て

電通に勤めていた女性が自殺した事件を覚えてお

られると思いますけれども，彼女は一生懸命やっ

たけれども自殺せざるを得なくなった．そこには

やはりこの抽象的労働における空虚さがあったの

だろうと私は考えています．
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労働には具体的有用労働と抽象的人間労働が

あって，具体的有用労働のほうは使用価値やニー

ズに基づいて商品をつくるという，これこそ労働

は，やりがいのある仕事だと思っている人が多い．

その一方に抽象的人間労働があるけれども，そこ

を見つめないで，「売れる商品」「ヒット商品」づ

くりが強調される．それは消費社会ではあたりま

えでしょうけれども，そこに「空虚さ」が生まれ

るのではないか．このことをよりわかりやすくい

えば，日本企業の能力評価は熊沢氏が言うように

「会社人間」の度合いであったり，転勤，配置換え

などへの「対応力」のようなものだといえます．

したがって，そのような「対応力」の中身が空虚

で，それこそが「抽象的労働の空虚さ」につなが

るのではないかと思います．

新中間階層にとっても，具体的有用労働のほう

は評価しやすいけれども，抽象的労働の評価は難

しいという悩みがあるのではないかと思います．

すっきりした評価もできないし，ちゃんとした能

力管理もできていない．自分に自信があって「勝

ち組」になっているかもしれないけれども，それ

はそれで「勝ち組」としての立場は維持していか

なければいけない．そこには対抗的に B層や労

働者階級に対する虚偽的な意識による屈折した

「優越感」などがあろう．その意味で新中間階層

にとっても抽象的労働における空虚さは大きな問

題で，そこに彼らのつらさがあって，そのことが

労働者階層などの間に壁をつくってしまっている

のではないか．非常に難しい話ですが，やはり「勝

ち組・負け組」という意識は，格差固定の一つの

大きな要因になっているのではないかと私は考え

ます．抽象的労働の空虚さの次元では，労働者階

級の抽象的労働と同じ「空虚さ」だといえます．

しかし，新中間階級はそこを見ない．労働者階級

との差である具体的有用労働の側面を重視する．

さらにいえば，新中間階級と労働者階級が抽象的

労働次元で同じ位置にいることを意識して連携は

しない．ここに意識的な「格差の固定化」がある

のではないか．

それでは格差社会の固定化を克服するにはどう

すればよいか．一つは，これは私が授業で使って

いるものですが，アメリカやイギリスでは NPO

が出しているコンシューマレポートや商品テスト

をまとめたものがあります．日本にはまだないん

ですが，かなりの発行部数で，チェック機能を活

かしたインパクトのあるものになっている．この

ような消費者情報は社会資本的な役割を果たして

いて，これを共有していくことによって社会性が

出てくる．言い換えれば消費者の社会性のレベル

アップにつながっていくと思います．

（資料 11） アルドリッチというアメリカの若い

学者が『災害復興におけるソーシャル・キャピタ

ルの役割とは何か』という本を出しています．彼

はインドや日本，その他世界各地の災害を調べて，

「信頼度（社会関係資本）の低い社会では災害復興

も遅くなる．日本は必ずしも信頼感が高い社会で

はないし，格差社会はある意味では断絶社会であ

り，そのことが目に見えない社会コストを引き上

げているのではないか」という分析をしている面

白い本です．

日本はタクシーに置き忘れた財布が返ってくる

し，あたたかい社会だとよく言われます．しかし

それは仲間内だけであって，実は日本の社会は冷

たい．それは格差の固定化が社会コストを引き上

げているという認識がないと変わっていかない．

その具体的な取り組みとして，少し遠回りだけれ

ども，先ほど申し上げたコンシューマレポートや

商品テスト誌などの消費者情報を社会関係資本と

してとらえて，そういうものを充実していくこと

が格差社会を変えていくという考え方で，社会関

係資本の重要性を指摘した本として紹介したわけ

です．

（資料 10） 格差社会の固定化を克服するもう一

つの方向として，思想家の柄谷行人氏は資本の運

動において流通過程を重視し，特に資本の運動の

最終段階と言うべき商品実現における「命がけの

ジャンプ」の段階に注目しています．

一般に消費者運動は労働運動とは別物と考えら

れていますが，消費だけしている人間などいない

ので，労働者と消費者は別物ではない．労働者が

消費するという場に立つときに，消費者となるだ

けです．

労働者が企業と対峙していくのは難しい．たと

えば企業が汚染食品をつくっていたとしても，そ

れに反対したり暴露することはなかなかできな

い．自分の会社が潰れたから自分自身が困るから

です．しかし，一消費者としてならばそれはでき

る．その意味で，労働者はむしろ消費者の立場に

─ 17 ─



おいて普遍的であり公共的なのだと言っていま

す．

この消費者の社会性を育てるのものとして，私

は商品テスト誌とかコンシューマレポートなどを

挙げたいと思います．特にコンシューマーレポー

トはネットにたくさん出ていますので，消費者は

それを見て，車の安全性とか食品の安全性を

チェックする．これはもうアメリカでは定着して

いることで，少し時間はかかるけれども，これが

企業社会なり格差社会を変えていくのではない

か．当然それに伴って新中間層の意識も変わって

いかざるを得ないだろうと考えています．

（資料 12） まとめとして３点挙げておきまし

た．まず一つは，労働者階級の政治的意識もさる

ことながら，新中間階級の政治的無意識の問題で

す．新中間階級は自分が「勝ち組」になったこと

で，そこでもう，自分を守るための政治意識はあ

るんでしょうけれども，より広い政治意識にまで

は及ばないのではないかということです．

２番目に消費者の政治意識の重要性です．消費

というのは政治と離れているように思われがちで

すが，一つひとつの消費を見ていくと，消費生活

における社会性への意識の高まりが企業活動に変

化をもたらしている．そしてそれが格差社会に大

きく関係していると私は考えています．

３つ目に SNS時代の新しい消費者運動論の体

系的研究の必要性を指摘しておきたいと思いま

す．かつての消費者運動と言えば，「しゃもじ」や

プラカードを持って企業や関係省庁に押しかける

という姿がよく見られました．いまはそれより

も，ネットの書き込みや社会関係資本としての消

費者情報が注目される時代です．数年前，この近

くにあった居酒屋チェーン店の労働条件が悪いと

いうことがネットで広まって，結局業績が悪化し

たという例があります．あれも広い意味での消費

者運動だと思いますし，むしろおしゃもじ，プラ

カードよりはるかに効き目がある．

その意味では消費者運動としても SNSの活用

をもっと体系的に考えることが必要で，SNSの世

間的な消費者情報をいかに社会的な消費者情報に

転換させるか．そしてそのことがいまの格差社会

に風穴を開けることにつながるのではないかとい

う希望を持っています．

以上が私の研究成果の報告になります．
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